
「はあとふる・ふくしま」の作成経費の一部として、共同募金配分金
および特別賛助会員の寄付金を使用させていただいております。
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今月の表紙

福島県障害者スポーツ協
会が郡山市で開催してい
る「障がい児・者 運動と
遊びのスポーツ導入教室」
の様子。車いすでフライ
ングディスク（写真）、ボッ
チャ、ボール遊びなどを
楽しむ子どもたちから、
満面の笑みがこぼれまし
た。（詳しくは６～７ペー
ジで紹介）

スポーツをとおして
体を動かす楽しさを
満喫しよう！

東日本大震災から４年
被災者支援のこれまでとこれから
東日本大震災から４年
被災者支援のこれまでとこれから

特 集

はあとふる
ふくしま

ホ ット な 福 祉 情 報 誌

スポーツって楽しいね！

ゴールめがけて、えいっ！
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上
げ
住
宅
や
持
ち
家
な
ど
の
戸
別
訪
問
と
サ

ロ
ン
の
開
催
を
中
心
に
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

　
町
民
か
ら
の
相
談
内
容
は
、平
成
24
年
度
ま

で
は
生
活
全
般
の
困
り
ご
と
が
大
半
で
し
た

が
、次
第
に
人
間
関
係
の
悩
み
や
健
康
関
連
の

 

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
４
年
が
経
つ

現
在
も
、約
12
万
人
の
福
島
県
民
が
県
内
外

で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
復
興・災
害
公
営
住
宅
の

整
備
が
進
み
、県
営
と
し
て
初
の
復
興
公
営

住
宅
へ
の
入
居
が
11
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
３
月
末
ま
で
に
５
０
９
戸
が
入
居

予
定
と
な
っ
て
お
り
、市
町
村
営
の
災
害
公

営
住
宅
で
も
順
次
入
居
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、県
内
の
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
者

数
は
約
２
万
４
，１
０
０
人（
平
成
27
年
１
月

末
時
点
）。
そ
の
す
べ
て
の
方
が
復
興
公
営

住
宅
な
ど
の
新
生
活
へ
移
行
す
る
ま
で
に
は

ま
だ
相
当
の
時
間
が
か
か
る
と
見
ら
れ
、生

活
支
援
相
談
員
の
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
障
が
い
や
子
育
て
の
分
野
で
も
、新
た
な

支
援
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
相
双
地
域
で
は
、再
開
で
き
て
い
な
い
施

設・事
業
所
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、今
回

は
、避
難
を
続
け
て
い
る
複
数
の
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
連
携
し
て
自
立
を

目
指
す
新
た
な
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
子
育
て
分
野
で
は
、放
射
線
量
の
低
い
地

域
へ
の
移
動
保
育
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
、

保
護
者
の
心
の
変
化
や
社
会
的
課
題
に
つ
い

て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災から４年が経ちました。被災地での復旧・復興の取り組み
が報じられる中、福島県では浜通りを中心に原発事故による影響が未だ色濃く残り、他県に比べ復興は
なかなか進んでいません。県内の被災者支援は現在どのような段階にあるのか――支援を続ける社協
や民間団体のこれまでを振り返るとともに、これからの課題についてお聞きしました。

町
全
体
が
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら
20
㎞
圏
内
に
あ
る
双
葉
町
は
、現
在
も
帰
還
困
難

区
域
と
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
町
民
が
県
内
外
で
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
る
た
め
、町
社
協
は
複
数
の
拠
点
を
設
け
て
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

４
年
間
で
変
容
し
て
き
た

被
災
者
支
援
を
め
ぐ
る
動
向

東日本大震災から４年
被災者支援のこれまでとこれから

平成28年度
中には、

ほとんどの建物が
完成予定です。

　
双
葉
町
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
は
平

成
23
年
10
月
か
ら
本
格
的
に
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
ま
ず
は
各
地
に
避
難
し
た
町
民
の
も

と
を
約
１
年
か
け
て
全
戸
訪
問
し
、台
帳
を
作

成
。平
成
25
年
か
ら
は
、よ
り
支
援
を
要
す
る

世
帯
を
優
先
し
て
定
期
訪
問
を
続
け
ま
し

た
。
遠
方
に
避
難
し
て
い
る
町
民
の
と
こ
ろ

へ
は
、避
難
先
の
社
協
や
民
生
委
員
、保
健
福

祉
事
務
所
に
、定
期
的
な
訪
問
や
安
否
確
認

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
双
葉
町
社
協
は
現

在
、６
つ
の
事
務
所・出
張
所
に
２
〜
３
人
ず

つ
計
16
人
の
相
談
員
を
配
置
し
、仮
設
・
借

■双葉町社協の拠点

■福島県内の復興・災害公営住宅の整備状況
　（福島県土木部建築住宅課の発表をもとに作成）

■福島県の避難者数の推移（復興庁ホームページより）

■福島県の生活支援相談員の配置数■相双地域の障がい福祉サービス事業所等の再開等の状況

平成24年
３月１日時点

相
談
が
目
立
ち
始
め
、先
が
見
え
な
い
こ
と
へ

の
不
安
も
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。平
成
26
年
の
夏
以
降
は
、賠
償
が
進
ん
だ

こ
と
で
生
活
再
建
の
目
途
が
立
っ
た
り
、復
興

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
が
始
ま
っ
た
り
と

新
た
な
動
き
が
見
ら
れ
る
反
面
、新
生
活
に

不
安
を
抱
く
方
や
仮
設
住
宅
に
取
り
残
さ
れ

る
感
覚
に
苛
ま
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
や
持
ち
家
に
町
民
が
移
る

際
は
、事
前
に
訪
問
許
可
を
い
た
だ
い
て
か
ら

引
っ
越
し
先
の
相
談
員
が
引
き
継
ぎ
の
あ
い

さ
つ
を
兼
ね
て
お
宅
を
訪
ね
、不
便
な
こ
と
は

な
い
か
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

転
出
先
の
地
域
の
方
に
避
難
者
と
し
て
見
ら

れ
た
く
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
双
葉
町
社
協

ス
タ
ッ
フ
の
訪
問
を
望
ま
な
い
世
帯
も
あ
る
の

で
、世
帯
ご
と
に
意
向
を
聞
き
、転
出
先
の
民

生
委
員・行
政・社
協
に
支
援
を
お
願
い
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
の
世
帯
か

ら
は
、継
続
し
て
来
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
平
成
28
年

３
月
が
仮
設
・
借
上
げ
住

宅
の
利
用
期
限
で
あ
る
た

め
、そ
れ
ま
で
に
い
か
に
新

事務局次長
横山 敦子 さん

主任生活支援相談員
林 利久 さん

よこ やま  あつ  こ はやし とし ひさ

双
葉
町
社
協
の
避
難
者
支
援

双
葉
町
社
会
福
祉
協
議
会

郡
山
事
務
所

生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
と

相
談
内
容
の
変
遷

新
生
活
へ
の
移
行
を
め
ぐ
る

支
援
の
課
題

し
い
生
活
へ
と
町
民
に
進
ん
で
も
ら
う
か
が
、

町
行
政
と
町
社
協
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
、長
引
く
避
難
生
活
の
中
で

依
存
心
が
強
く
なって
い
る
方
は
、仮
設
住
宅

に
残
り
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、今

後
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
き
た
い
か
、何
が
課

題
な
の
か
を
一
緒
に
探
し
、個
別
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、新
生
活
へ
と
踏
み
出
し
た
世
帯
も
、

知
り
合
い
の
い
な
い
環
境
で
再
出
発
す
る
こ
と

に
不
安
が
あ
り
、高
齢
者
の
場
合
は
そ
の
不
安

が
特
に
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。現
在
は
、引
っ

越
し
先
の
社
協
・
復
興
支
援
員・コ
ミュニ
テ
ィ

交
流
員
が
中
心
と
な
り
、復
興
公
営
住
宅
や

持
ち
家
に
移
っ
た
方
が
地
域
に
溶
け
込
め
る

よ
う
な
具
体
的
な
方
策
を
練
っ
て
い
る
段
階

で
す
。
し
ば
ら
く
は
双
葉
町
社
協
の
生
活
支

援
相
談
員
が
関
わ
り
続
け
て
、地
域
の
方
と
一

緒
に
活
動
で
き
る
サ
ロ
ン
づ
く
り
な
ど
を
進

め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

仮設・借上げ住宅で暮らす町民、双葉小
学校の児童、地域のボランティアの皆さ
んと協力して、大運動会を開催。

昨年９月に実施した生活支援相談員の研
修会では、今後ますます必要となる自立
支援について話し合いました。

■双葉町民の避難状況
（平成27年２月２日時点）

県内避難者　4,047人
主な避難先
●いわき市  1,937人　
●郡山市  753人
●福島市     　354人　
●白河市　　245人 など

県外避難者　2,972人
主な避難先
●埼玉県　　896人　
●茨城県 　　433人　
●東京都 　　356人　
●宮城県 　　218人 など

［福島市］
福島
出張所

［郡山市］
・郡山事務所
・サポートセンター

［加須市］
・加須事務所
・サポートセンター

［南相馬市］
南相馬
出張所

［白河市］
白河
出張所

［いわき市］
・事務局本部
・サポートセンター

※双葉町を対象とした復興公営住宅は、昨年11月から郡山市八山田で入居開始。
　３月からは郡山市の別地区やいわき市小名浜でも入居が始まります。

埼玉県

双葉町双葉町

完成戸数の割合

建 物 完 成

建 築 設 計 中
建 築 工 事 中

計 画 戸 数 4,890

2,572

261

5.3%

2,702

2,623

1,190

44.0%

7,592

5,195

1,451

19.1%

復興公営住宅
※県・市町村営で、
原子力災害によ
る避難者向け

災害公営住宅

計
※市町村営で、地
震・津波などの
罹災住民向け

（単位：人）

10,000
20,000
30,000
40,000

0
平成23年
12月

平成24年
6月

平成24年
12月

平成25年
6月

平成25年
12月

平成26年
6月

平成26年
12月

95,54695,546
101,320101,320

98,23598,235 93,91593,915
87,71287,712 82,65782,657

＊の数値は、東日本大震災復興対策本部の調査より。

75,44075,440

61,659*61,659* 62,08462,084
57,95457,954 53,96053,960

48,94448,944 45,27945,279 45,93445,934

県外へ
県内へ

避難区域の
再編・解除や、
各避難者の

生活再建への動き
などに伴い、変化
しています。

30市町村

176人

平成27年
２月１日時点

29市町村

203人

居宅介護事業所

グループホーム

障害児通所支援事業所

障がい福祉サービス事業所

障害者支援施設

障害児入所施設 

平成26年10月１日時点
（単位：カ所）

平成27年1月時点
（単位：戸）

12

継続
または
再開

休止 廃止 計

4 4 20

6 3 0 9

6 5 2 13

16 3 1 20

6 0 0 6

2 0 0 2

内訳

継続または再開

68.6%
48カ所

休止

21.4%
15カ所

廃止

10.0%
7カ所

3 2015.3 22015.3
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中には、

ほとんどの建物が
完成予定です。

　
双
葉
町
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
は
平

成
23
年
10
月
か
ら
本
格
的
に
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
ま
ず
は
各
地
に
避
難
し
た
町
民
の
も

と
を
約
１
年
か
け
て
全
戸
訪
問
し
、台
帳
を
作

成
。平
成
25
年
か
ら
は
、よ
り
支
援
を
要
す
る

世
帯
を
優
先
し
て
定
期
訪
問
を
続
け
ま
し

た
。
遠
方
に
避
難
し
て
い
る
町
民
の
と
こ
ろ

へ
は
、避
難
先
の
社
協
や
民
生
委
員
、保
健
福

祉
事
務
所
に
、定
期
的
な
訪
問
や
安
否
確
認

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
双
葉
町
社
協
は
現

在
、６
つ
の
事
務
所・出
張
所
に
２
〜
３
人
ず

つ
計
16
人
の
相
談
員
を
配
置
し
、仮
設
・
借

■双葉町社協の拠点

■福島県内の復興・災害公営住宅の整備状況
　（福島県土木部建築住宅課の発表をもとに作成）

■福島県の避難者数の推移（復興庁ホームページより）

■福島県の生活支援相談員の配置数■相双地域の障がい福祉サービス事業所等の再開等の状況

平成24年
３月１日時点

相
談
が
目
立
ち
始
め
、先
が
見
え
な
い
こ
と
へ

の
不
安
も
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。平
成
26
年
の
夏
以
降
は
、賠
償
が
進
ん
だ

こ
と
で
生
活
再
建
の
目
途
が
立
っ
た
り
、復
興

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
が
始
ま
っ
た
り
と

新
た
な
動
き
が
見
ら
れ
る
反
面
、新
生
活
に

不
安
を
抱
く
方
や
仮
設
住
宅
に
取
り
残
さ
れ

る
感
覚
に
苛
ま
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
復
興
公
営
住
宅
や
持
ち
家
に
町
民
が
移
る

際
は
、事
前
に
訪
問
許
可
を
い
た
だ
い
て
か
ら

引
っ
越
し
先
の
相
談
員
が
引
き
継
ぎ
の
あ
い

さ
つ
を
兼
ね
て
お
宅
を
訪
ね
、不
便
な
こ
と
は

な
い
か
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

転
出
先
の
地
域
の
方
に
避
難
者
と
し
て
見
ら

れ
た
く
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
双
葉
町
社
協

ス
タ
ッ
フ
の
訪
問
を
望
ま
な
い
世
帯
も
あ
る
の

で
、世
帯
ご
と
に
意
向
を
聞
き
、転
出
先
の
民

生
委
員・行
政・社
協
に
支
援
を
お
願
い
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
の
世
帯
か

ら
は
、継
続
し
て
来
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
平
成
28
年

３
月
が
仮
設
・
借
上
げ
住

宅
の
利
用
期
限
で
あ
る
た

め
、そ
れ
ま
で
に
い
か
に
新

事務局次長
横山 敦子 さん

主任生活支援相談員
林 利久 さん

よこ やま  あつ  こ はやし とし ひさ

双
葉
町
社
協
の
避
難
者
支
援

双
葉
町
社
会
福
祉
協
議
会

郡
山
事
務
所

生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
と

相
談
内
容
の
変
遷

新
生
活
へ
の
移
行
を
め
ぐ
る

支
援
の
課
題

し
い
生
活
へ
と
町
民
に
進
ん
で
も
ら
う
か
が
、

町
行
政
と
町
社
協
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
、長
引
く
避
難
生
活
の
中
で

依
存
心
が
強
く
なって
い
る
方
は
、仮
設
住
宅

に
残
り
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、今

後
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
き
た
い
か
、何
が
課

題
な
の
か
を
一
緒
に
探
し
、個
別
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、新
生
活
へ
と
踏
み
出
し
た
世
帯
も
、

知
り
合
い
の
い
な
い
環
境
で
再
出
発
す
る
こ
と

に
不
安
が
あ
り
、高
齢
者
の
場
合
は
そ
の
不
安

が
特
に
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。現
在
は
、引
っ

越
し
先
の
社
協
・
復
興
支
援
員・コ
ミュニ
テ
ィ

交
流
員
が
中
心
と
な
り
、復
興
公
営
住
宅
や

持
ち
家
に
移
っ
た
方
が
地
域
に
溶
け
込
め
る

よ
う
な
具
体
的
な
方
策
を
練
っ
て
い
る
段
階

で
す
。
し
ば
ら
く
は
双
葉
町
社
協
の
生
活
支

援
相
談
員
が
関
わ
り
続
け
て
、地
域
の
方
と
一

緒
に
活
動
で
き
る
サ
ロ
ン
づ
く
り
な
ど
を
進

め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

仮設・借上げ住宅で暮らす町民、双葉小
学校の児童、地域のボランティアの皆さ
んと協力して、大運動会を開催。

昨年９月に実施した生活支援相談員の研
修会では、今後ますます必要となる自立
支援について話し合いました。

■双葉町民の避難状況
（平成27年２月２日時点）

県内避難者　4,047人
主な避難先
●いわき市  1,937人　
●郡山市  753人
●福島市     　354人　
●白河市　　245人 など

県外避難者　2,972人
主な避難先
●埼玉県　　896人　
●茨城県 　　433人　
●東京都 　　356人　
●宮城県 　　218人 など

［福島市］
福島
出張所

［郡山市］
・郡山事務所
・サポートセンター

［加須市］
・加須事務所
・サポートセンター

［南相馬市］
南相馬
出張所

［白河市］
白河
出張所

［いわき市］
・事務局本部
・サポートセンター

※双葉町を対象とした復興公営住宅は、昨年11月から郡山市八山田で入居開始。
　３月からは郡山市の別地区やいわき市小名浜でも入居が始まります。

埼玉県

双葉町双葉町

完成戸数の割合

建 物 完 成

建 築 設 計 中
建 築 工 事 中

計 画 戸 数 4,890

2,572

261

5.3%

2,702

2,623

1,190

44.0%

7,592

5,195

1,451

19.1%

復興公営住宅
※県・市町村営で、
原子力災害によ
る避難者向け

災害公営住宅

計
※市町村営で、地
震・津波などの
罹災住民向け

（単位：人）

10,000
20,000
30,000
40,000

0
平成23年
12月

平成24年
6月

平成24年
12月

平成25年
6月

平成25年
12月

平成26年
6月

平成26年
12月

95,54695,546
101,320101,320

98,23598,235 93,91593,915
87,71287,712 82,65782,657

＊の数値は、東日本大震災復興対策本部の調査より。

75,44075,440

61,659*61,659* 62,08462,084
57,95457,954 53,96053,960

48,94448,944 45,27945,279 45,93445,934

県外へ
県内へ

避難区域の
再編・解除や、
各避難者の

生活再建への動き
などに伴い、変化
しています。

30市町村

176人

平成27年
２月１日時点

29市町村

203人

居宅介護事業所

グループホーム

障害児通所支援事業所

障がい福祉サービス事業所

障害者支援施設

障害児入所施設 

平成26年10月１日時点
（単位：カ所）

平成27年1月時点
（単位：戸）

12

継続
または
再開

休止 廃止 計

4 4 20

6 3 0 9

6 5 2 13

16 3 1 20

6 0 0 6

2 0 0 2

内訳

継続または再開

68.6%
48カ所

休止

21.4%
15カ所

廃止

10.0%
7カ所

3 2015.3 22015.3
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東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
経
ち
、県

内
で
は
徐
々
に
、仮
設
住
宅
か
ら
復
興・

災
害
公
営
住
宅
や
避
難
先
の
民
間
賃
貸

住
宅
、再
建
し
た
住
宅
な
ど
へ
の
住
み
替

え
が
進
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
住
み
替
え

た
先
で
、近
隣
や
地
域
住
民
と
の
新
し
い

人
間
関
係
づ
く
り
に
疲
れ
、引
き
こ
も
る

方
も
出
て
き
て
い
ま
す
。一
方
仮
設
住

宅
で
は
、今
ま
で
親
し
く
し
て
き
た
方
の

転
居
に
よ
る
喪
失
感
や
、先
の
見
え
な
い

生
活
へ
の
不
安
感
が
増
大
し
、孤
立
状
態

に
な
る
方
も
出
て
き
て
い
ま
す
。ど
ち
ら

の
状
況
に
お
い
て
も
、一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
た
継
続
的
な
支
援
が
よ
り
一
層

必
要
で
す
。

　
今
後
は
、地
域
や
周
囲
の
人
々
か
ら
孤

立
す
る
人
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、生
活

支
援
相
談
員
・
民
生
児
童
委
員
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
・
専
門
職
・
行
政
・
福
祉
事
業

所
・
企
業
な
ど
と
住
民
が
連
携
し
て
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。こ
の
仕
組

み
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
で
、誰
も
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
避
難
者
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を

き
っ
か
け
と
し
て
、地
域
の
福
祉
力
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、郡
山
市
で
長
年
障
が
い

者
支
援
に
携
わ
る
白
石
清
春
氏
が
代
表
と
な

り
、発
災
か
ら
約
１
週
間
後
に
立
ち
上
げ
た

任
意
団
体
で
す
。
震
災
直
後
は
、被
災
障
が

い
者
の
安
否
確
認
や
支
援
物
資
の
配
布
の
ほ

か
、困
り
ご
と
の
聞
き
取
り
を
行
い
支
援
に

つ
な
い
で
い
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
夏
か
ら
仮
設・借
上
げ
住
宅
で

の
生
活
が
始
ま
る
と
、引
き
こ
も
り
が
ち
に

サロンには地域のボランティアの方々も加わり、楽しい時間
を過ごします。

な
る
方
、適
し
た
職
場
が
見
つ
か
ら
な
い
方
、

障
が
い
者
手
帳
を
も
と
も
と
持
っ
て
い
な
い

た
め
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
方

や
、障
害
者
手
帳
の
取
得
に
抵
抗
が
あ
る
と

い
う
方
な
ど
、支
援
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

方
々
の
情
報
が
行
政
か
ら
入
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、障
が
い
者
手
帳
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
福
祉
的
配
慮
の
必
要
な
方
の

居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
、平
成
23

年
10
月
に
交
流
サ
ロ
ン「
し
ん
せ
い
」を
オ
ー

プ
ン
。
こ
こ
を
拠
点
に
現
在
、茶
話
会
な
ど

の
サ
ロ
ン
を
週
２
日
、就
労
を
目
指
す
場「
ふ

た
ば
製
作
所
」を
週
３
日
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
以
前
か
ら
保
育
所
を
経
営
し
て
い

た
の
で
す
が
、震
災
後
し
ば
ら
く
は
、我
が

家
も
含
め
て
放
射
線
被
ば
く
が
心
配
で
子

ど
も
の
屋
外
活
動
を
制
限
す
る
家
庭
が
多

く
、親
も
子
も
ス
ト
レ
ス
の
多
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
３
歳
以
上
の
未
就

学
児
を
対
象
に
、毎
週
土
曜
に
福
島
市
や
郡

山
市
か
ら
バ
ス
で
１
時
間
ほ
ど
か
け
て
自
然

豊
か
な
低
線
量
地
域
へ
出
か
け
る
日
帰
り
保

育
の
活
動
を
、平
成
23
年
８
月
か
ら
始
め
ま

し
た
。
当
時
、小
学
生
以
上
が
対
象
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
う
団
体
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
し

た
が
、個
別
に
参
加
者
を
募
って
未
就
学
児
を

預
か
る
移
動
保
育
は
私
た
ち
だ
け
で
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、避
難
生
活
を
送
る
お

子
さ
ん
や
、自
閉
症・多
動
症
な
ど
の
お
子
さ

ん
も
い
ま
す
。
出
発
時
に
は
緊
張
し
た
り
泣

い
た
り
し
て
い
た
子
で
も
、帰
っ
て
く
る
と
満

面
の
笑
み
で
そ
の
日
の
出
来
事
を
話
す
の

で
、保
護
者
の
方
々
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
参
加
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、移
動

保
育
へ
の
参
加
動
機
は
、平
成
24
年
ま
で
は

放
射
線
が
不
安
で
外
遊
び
を
さ
せ
て
あ
げ
ら

れ
な
い
か
ら
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。し

か
し
平
成
25
年
か
ら
は
、普
段
の
生
活
圏
か

ら
出
て
初
め
て
会
う
友
達
や
大
人
と
交
流

し
、社
会
体
験
を
さ
せ
た
い
と
い
う
動
機
が

徐
々
に
増
え
、現
在
は
大
半
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
放
射
線
へ
の
不
安
は
解
消

し
て
い
ま
せ
ん
が
、制
限
だ
け
し
て
い
て
も
子

ど
も
に
と
っ
て
良
く
な
い
と
考
え
、被
ば
く
を

避
け
な
が
ら
内
面
的
に
も
成
長
で
き
る
活
動

を
望
む
保
護
者
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
活
動
に
は
、大
学
生
や
短
大
生
、移
動
保
育

実
施
先
の
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
25
年
か
ら

月
１
回
は
、移
動
保
育
の
中
で
未
就
学
児・学

生・高
齢
者
の
３
世
代
交
流
を
行
う
場
を
試

験
的
に
設
け
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
は
、地
域
ぐ
る
み
で
行
う
必

要
が
あ
る
と
言
葉
で
ど
ん
な
に
説
得
し
て

も
、今
子
育
て
に
関
わ
っ
て
い
な
い
方
の
共
感

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、現
実
と
し
て
育
児

で
奮
闘
中
の
方
が
さ
ら
に
頑
張
っ
て
支
援
に

取
り
組
む
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
今
後
は
、学
生
や
高
齢
者
の
ほ
か
、お
父

さ
ん
方
も
含
め
た
男
の
人
た
ち
を
、い
か
に

子
育
て
に
巻
き
込
ん
で
い
く
か
を
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
の
末
頃
か
ら
は
避
難
先
で
前
向

き
に
歩
き
出
そ
う
と
す
る
方
が
増
え
、長
く

働
き
続
け
ら
れ
る
仕
事
を
望
む
声
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、避
難
が
続
く
就
労
系

事
業
所
は
、地
縁
を
断
た
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

事
業
ス
ペ
ー
ス・資
金・仕
事
の
確
保
が
難
し

い
な
ど
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
複
数
事
業
所
の
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で

継
続
で
き
る
仕
事
を
生
み
出
そ
う
と
取
り
組

み
を
開
始
。ま
ず
は
14
事
業
所
が
作
業
を
分

担
し
、裂
き
織
の
か
ば
ん
を
６
，０
０
０
枚
製

作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で

あ
る
程
度
の
成
果
は
見
え
た
も
の
の
、制
度

や
助
成
金
に
頼
り
き
り
に
な
ら
ず
に
自
立
し

て
継
続
で
き
る
仕
事
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
商
品

か
ら
一
歩
進
ん
で
、質
の
高
い
商
品
を
作
り

販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
目
指
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、私
た
ち
は

福
祉
の
垣
根
を
越
え
て
企
業
や
地
域
の
皆
さ

ん
に
相
談
し
、知
恵
を
お
借
り
し
た
り
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
、平
成
26
年
６
月
に
は
、日
清

製
粉
グ
ル
ー
プ
か
ら
技
術
支
援
を
受
け
た
お

菓
子「
ぽ
る
ぼ
ろ
ん
」が
完
成
。
製
造
や
包

装
、箱
の
組
み
立
て
、商
品
の
発
送
、経
理
業

務
な
ど
の
仕
事
を
11
事
業
所
で
分
担
し
て
10

月
か
ら
販
売
を
開
始
で
き
、現
在
の
メ
イ
ン

の
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
障
が
い
を
持
つ

方
も
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
活
躍
で

き
る
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
は
、私
た
ち
が
今

後
も
取
り
組
み
続
け
る
課
題
で
あ
り
使
命
で

も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

震
災
を
き
っ
か
け
に
障
が
い
者
支
援
や
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
、２
つ
の
団
体
の

活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

支援員
富永 美保 さん
とみ なが    み   ほ

民
間
団
体
の
被
災
者
支
援

障
が
い
者
支
援・子
育
て
支
援
の
現
場
か
ら

Ｊ
Ｄ
Ｆ
被
災
地
障
が
い
者

支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
し
ま

事
務
所
所
在
地
：
郡
山
市

活
動
内
容

被
災
し
た
障
が
い
者
や
就
労
系
事
業

所
へ
の
支
援

http://jdf787.com

障がい者支援子育て支援

被
災
し
た
障
が
い
者
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
展
開

理事長
上國料 竜太 さん
かみこくりょう りゅう た

ス
ト
レ
ス
や
被
ば
く
の
不
安
を

軽
減
す
る
移
動
保
育

保
育
を
軸
に
多
く
の
人
が

交
わ
る
場
を
つ
く
り
た
い

避
難
が
続
く
事
業
所
に
よ
る

協
働
の
仕
事
づ
く
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

移
動
保
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所
所
在
地
：
郡
山
市

活
動
内
容

❶
未
就
学
児
対
象
の
週
末
移
動
保
育

❷「
自
然
体
験
保
育
園
コ
コ
カ
ラ
」で
の

　
平
日
保
育

❸
学
童
保
育

http://idouhoiku.com

し
ら
い
し
き
よ
は
る

ふたば製作所では、使用済み封筒を材料とした
かばん作りなどを行っています。

11の就労系事業所で約200人が連携
して製造するお菓子「ぽるぼろん」

自然豊かな環境で思いきり遊ぶ
移動保育

自然豊かな環境で思いきり遊ぶ
移動保育
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特 集

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
経
ち
、県

内
で
は
徐
々
に
、仮
設
住
宅
か
ら
復
興・

災
害
公
営
住
宅
や
避
難
先
の
民
間
賃
貸

住
宅
、再
建
し
た
住
宅
な
ど
へ
の
住
み
替

え
が
進
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
住
み
替
え

た
先
で
、近
隣
や
地
域
住
民
と
の
新
し
い

人
間
関
係
づ
く
り
に
疲
れ
、引
き
こ
も
る

方
も
出
て
き
て
い
ま
す
。一
方
仮
設
住

宅
で
は
、今
ま
で
親
し
く
し
て
き
た
方
の

転
居
に
よ
る
喪
失
感
や
、先
の
見
え
な
い

生
活
へ
の
不
安
感
が
増
大
し
、孤
立
状
態

に
な
る
方
も
出
て
き
て
い
ま
す
。ど
ち
ら

の
状
況
に
お
い
て
も
、一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
た
継
続
的
な
支
援
が
よ
り
一
層

必
要
で
す
。

　
今
後
は
、地
域
や
周
囲
の
人
々
か
ら
孤

立
す
る
人
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、生
活

支
援
相
談
員
・
民
生
児
童
委
員
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
・
専
門
職
・
行
政
・
福
祉
事
業

所
・
企
業
な
ど
と
住
民
が
連
携
し
て
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。こ
の
仕
組

み
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
で
、誰
も
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
避
難
者
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を

き
っ
か
け
と
し
て
、地
域
の
福
祉
力
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、郡
山
市
で
長
年
障
が
い

者
支
援
に
携
わ
る
白
石
清
春
氏
が
代
表
と
な

り
、発
災
か
ら
約
１
週
間
後
に
立
ち
上
げ
た

任
意
団
体
で
す
。
震
災
直
後
は
、被
災
障
が

い
者
の
安
否
確
認
や
支
援
物
資
の
配
布
の
ほ

か
、困
り
ご
と
の
聞
き
取
り
を
行
い
支
援
に

つ
な
い
で
い
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
夏
か
ら
仮
設・借
上
げ
住
宅
で

の
生
活
が
始
ま
る
と
、引
き
こ
も
り
が
ち
に

サロンには地域のボランティアの方々も加わり、楽しい時間
を過ごします。

な
る
方
、適
し
た
職
場
が
見
つ
か
ら
な
い
方
、

障
が
い
者
手
帳
を
も
と
も
と
持
っ
て
い
な
い

た
め
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
方

や
、障
害
者
手
帳
の
取
得
に
抵
抗
が
あ
る
と

い
う
方
な
ど
、支
援
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

方
々
の
情
報
が
行
政
か
ら
入
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、障
が
い
者
手
帳
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
福
祉
的
配
慮
の
必
要
な
方
の

居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
、平
成
23

年
10
月
に
交
流
サ
ロ
ン「
し
ん
せ
い
」を
オ
ー

プ
ン
。
こ
こ
を
拠
点
に
現
在
、茶
話
会
な
ど

の
サ
ロ
ン
を
週
２
日
、就
労
を
目
指
す
場「
ふ

た
ば
製
作
所
」を
週
３
日
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
以
前
か
ら
保
育
所
を
経
営
し
て
い

た
の
で
す
が
、震
災
後
し
ば
ら
く
は
、我
が

家
も
含
め
て
放
射
線
被
ば
く
が
心
配
で
子

ど
も
の
屋
外
活
動
を
制
限
す
る
家
庭
が
多

く
、親
も
子
も
ス
ト
レ
ス
の
多
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
３
歳
以
上
の
未
就

学
児
を
対
象
に
、毎
週
土
曜
に
福
島
市
や
郡

山
市
か
ら
バ
ス
で
１
時
間
ほ
ど
か
け
て
自
然

豊
か
な
低
線
量
地
域
へ
出
か
け
る
日
帰
り
保

育
の
活
動
を
、平
成
23
年
８
月
か
ら
始
め
ま

し
た
。
当
時
、小
学
生
以
上
が
対
象
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
う
団
体
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
し

た
が
、個
別
に
参
加
者
を
募
って
未
就
学
児
を

預
か
る
移
動
保
育
は
私
た
ち
だ
け
で
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、避
難
生
活
を
送
る
お

子
さ
ん
や
、自
閉
症・多
動
症
な
ど
の
お
子
さ

ん
も
い
ま
す
。
出
発
時
に
は
緊
張
し
た
り
泣

い
た
り
し
て
い
た
子
で
も
、帰
っ
て
く
る
と
満

面
の
笑
み
で
そ
の
日
の
出
来
事
を
話
す
の

で
、保
護
者
の
方
々
か
ら
も
好
評
で
す
。

　
参
加
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、移
動

保
育
へ
の
参
加
動
機
は
、平
成
24
年
ま
で
は

放
射
線
が
不
安
で
外
遊
び
を
さ
せ
て
あ
げ
ら

れ
な
い
か
ら
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。し

か
し
平
成
25
年
か
ら
は
、普
段
の
生
活
圏
か

ら
出
て
初
め
て
会
う
友
達
や
大
人
と
交
流

し
、社
会
体
験
を
さ
せ
た
い
と
い
う
動
機
が

徐
々
に
増
え
、現
在
は
大
半
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
放
射
線
へ
の
不
安
は
解
消

し
て
い
ま
せ
ん
が
、制
限
だ
け
し
て
い
て
も
子

ど
も
に
と
っ
て
良
く
な
い
と
考
え
、被
ば
く
を

避
け
な
が
ら
内
面
的
に
も
成
長
で
き
る
活
動

を
望
む
保
護
者
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
活
動
に
は
、大
学
生
や
短
大
生
、移
動
保
育

実
施
先
の
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
25
年
か
ら

月
１
回
は
、移
動
保
育
の
中
で
未
就
学
児・学

生・高
齢
者
の
３
世
代
交
流
を
行
う
場
を
試

験
的
に
設
け
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
は
、地
域
ぐ
る
み
で
行
う
必

要
が
あ
る
と
言
葉
で
ど
ん
な
に
説
得
し
て

も
、今
子
育
て
に
関
わ
っ
て
い
な
い
方
の
共
感

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、現
実
と
し
て
育
児

で
奮
闘
中
の
方
が
さ
ら
に
頑
張
っ
て
支
援
に

取
り
組
む
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
今
後
は
、学
生
や
高
齢
者
の
ほ
か
、お
父

さ
ん
方
も
含
め
た
男
の
人
た
ち
を
、い
か
に

子
育
て
に
巻
き
込
ん
で
い
く
か
を
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
の
末
頃
か
ら
は
避
難
先
で
前
向

き
に
歩
き
出
そ
う
と
す
る
方
が
増
え
、長
く

働
き
続
け
ら
れ
る
仕
事
を
望
む
声
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、避
難
が
続
く
就
労
系

事
業
所
は
、地
縁
を
断
た
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

事
業
ス
ペ
ー
ス・資
金・仕
事
の
確
保
が
難
し

い
な
ど
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
複
数
事
業
所
の
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で

継
続
で
き
る
仕
事
を
生
み
出
そ
う
と
取
り
組

み
を
開
始
。ま
ず
は
14
事
業
所
が
作
業
を
分

担
し
、裂
き
織
の
か
ば
ん
を
６
，０
０
０
枚
製

作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で

あ
る
程
度
の
成
果
は
見
え
た
も
の
の
、制
度

や
助
成
金
に
頼
り
き
り
に
な
ら
ず
に
自
立
し

て
継
続
で
き
る
仕
事
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
商
品

か
ら
一
歩
進
ん
で
、質
の
高
い
商
品
を
作
り

販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
目
指
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、私
た
ち
は

福
祉
の
垣
根
を
越
え
て
企
業
や
地
域
の
皆
さ

ん
に
相
談
し
、知
恵
を
お
借
り
し
た
り
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
、平
成
26
年
６
月
に
は
、日
清

製
粉
グ
ル
ー
プ
か
ら
技
術
支
援
を
受
け
た
お

菓
子「
ぽ
る
ぼ
ろ
ん
」が
完
成
。
製
造
や
包

装
、箱
の
組
み
立
て
、商
品
の
発
送
、経
理
業

務
な
ど
の
仕
事
を
11
事
業
所
で
分
担
し
て
10

月
か
ら
販
売
を
開
始
で
き
、現
在
の
メ
イ
ン

の
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
障
が
い
を
持
つ

方
も
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
活
躍
で

き
る
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
は
、私
た
ち
が
今

後
も
取
り
組
み
続
け
る
課
題
で
あ
り
使
命
で

も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

震
災
を
き
っ
か
け
に
障
が
い
者
支
援
や
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
、２
つ
の
団
体
の

活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

支援員
富永 美保 さん
とみ なが    み   ほ

民
間
団
体
の
被
災
者
支
援

障
が
い
者
支
援・子
育
て
支
援
の
現
場
か
ら

Ｊ
Ｄ
Ｆ
被
災
地
障
が
い
者

支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
し
ま

事
務
所
所
在
地
：
郡
山
市

活
動
内
容

被
災
し
た
障
が
い
者
や
就
労
系
事
業

所
へ
の
支
援

http://jdf787.com

障がい者支援子育て支援

被
災
し
た
障
が
い
者
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
展
開

理事長
上國料 竜太 さん
かみこくりょう りゅう た

ス
ト
レ
ス
や
被
ば
く
の
不
安
を

軽
減
す
る
移
動
保
育

保
育
を
軸
に
多
く
の
人
が

交
わ
る
場
を
つ
く
り
た
い

避
難
が
続
く
事
業
所
に
よ
る

協
働
の
仕
事
づ
く
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

移
動
保
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
所
所
在
地
：
郡
山
市

活
動
内
容

❶
未
就
学
児
対
象
の
週
末
移
動
保
育

❷「
自
然
体
験
保
育
園
コ
コ
カ
ラ
」で
の

　
平
日
保
育

❸
学
童
保
育

http://idouhoiku.com

し
ら
い
し
き
よ
は
る

ふたば製作所では、使用済み封筒を材料とした
かばん作りなどを行っています。

11の就労系事業所で約200人が連携
して製造するお菓子「ぽるぼろん」

自然豊かな環境で思いきり遊ぶ
移動保育
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人
ま
で
を
対
象
に
運
動
や
遊
び
の
場
を
設
け

て
、
ス
ポ
ー
ツ
導
入
の
き
っ
か
け
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。「
併
せ
て
、
2
0
2
0
年
に
開

催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
発
掘
と
、

出
場
を
目
指
す
強
化
指
定
選
手
の
育
成
も

行
っ
て
い
ま
す
。
本
人
も
気
づ
か
な
い
よ
う

な
秘
め
た
能
力
を
開
花
さ
せ
ら
れ
た
ら
」
と

増
子
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
郡
山
市
の
障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
毎
週
木
曜
の
午
後
６
時
か
ら
午

後
８
時
30
分
ま
で
開
催
さ
れ
、
前
半
は
子

ど
も
へ
の
運
動
と
遊
び
の
指
導
、
後
半
は

　
「
障
が
い
を
抱
え
る
が
ゆ
え
に
ス
ポ
ー
ツ

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
子
ど
も
に
、“
体
を

動
か
す
こ
と
は
実
は
こ
ん
な
に
楽
し
い
ん

だ
”
と
知
っ
て
ほ
し
い
。
中
途
の
車
い
す
利

用
者
に
は
、
正
し
い
操
作
方
法
を
身
に
付
け

て
可
能
な
限
り
自
分
の
チ
カ
ラ
で
何
で
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い

か
ら
障
が
い
児
・
者 

運
動
と
遊
び
の
ス
ポ
ー

ツ
導
入
教
室
は
始
ま
り
ま
し
た
」
と
教
え
て

く
れ
た
の
は
、
福
島
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

協
会
の
書
記
・
増ま
し
子こ

恵め
ぐ
美み

さ
ん
。

　
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
昨
年
１
月
に

茨
城
県
で
行
わ
れ
た
、
ド
イ
ツ
車
い
す
ス

ポ
ー
ツ
指
導
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
ホ
ル
ス

ト
・
ス
ト
ロ
ー
ケ
ン
デ
ル
博
士
の
講
習
会
で

し
た
。「
ド
イ
ツ
で
は
、
障
が
い
の
重
い
人

ほ
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
選
択
肢
が
多
く
、
身
近
な

地
域
で
自
分
の
意
志
の
も
と
好
き
な
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
に
取
り
組
め
る
環
境
が
あ
り

ま
す
。
福
島
県
で
も
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
必
要
だ
と
思
っ
た
の
で
す
」。

　
同
年
４
月
に
は
教
室
を
立
ち
上
げ
、身
体・

知
的
・
精
神
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
か
ら
大

障がいにとらわれずにスポーツの世界を広げよう！
～障がい児・者 運動と遊びのスポーツ導入教室～

　
「
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
開
催
ま
で
、
あ
と
５
年
を
切

り
ま
し
た
。
福
島
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
個
性
を
活
か
し
伸
ば
す
と
と
も
に
、
自
立
と
社
会
参
加
を
図
る
た
め
、

「
障
が
い
児
・
者 

運
動
と
遊
び
の
ス
ポ
ー
ツ
導
入
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
児
・
者
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
面
だ
け
で
は
な
く

人
間
と
し
て
成
長
し
て
ほ
し
い

福島市

ふ
く
し
か
ら

あ
し
た
へ
　

公益財団法人 福島県
障がい者スポーツ協会

〒960-8670
福島市杉妻町 2-16
福島県保健福祉部
障がい者福祉課内
TEL（024）521-7170

取材協力

増子恵美さんは、2000 年のシドニーパ
ラリンピックで車椅子バスケットボールの
日本代表選手として出場、銅メダルを獲
得しました。今も現役で活躍中です。

「障がい児・者 運動と遊びのスポーツ導入教室」には現在、３歳から 64 歳までの障がい児・者約 20 人が所属しています。
「無料ですので気軽に参加してほしい。ボランティアの方も大歓迎です」と福島県障がい者スポーツ協会の増子恵美さん。



62015.37 2015.3

グ
に
励
ん
で
い
た
の
は
、
庭に
わ

瀬せ

ひ
か
り
さ

ん
。
陸
上
競
技
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
日
本
記
録

を
持
つ
強
化
指
定
選
手
で
あ
り
、
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
で
も
あ
り
ま
す
。「
障

が
い
が
あ
っ
て
も
、
興
味
の
あ
る
こ
と
は

ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
私
は
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
お
か
げ
で
、
選
手
、

指
導
員
、
社
会
人
と
、
い
く
つ
も
の
道
が
開

け
ま
し
た
」
と
笑
顔
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
練
習
に
励
む
と
と
も
に
車
い
す
の

改
良
を
行
い
、
記
録
更
新
を
目
指
し
た
い

と
意
気
込
み
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
た
ち
を
見
守
る
増
子

さ
ん
は
、
障
が
い
児
・
者
が
教
室
に
参
加

す
る
目
的
を
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に
留
ま
る

こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。「
障
が

い
児
に
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
と

触
れ
合
う
こ
と
で
豊
か
な
心
を
育
ん
で
も

ら
い
た
い
。
強
化
指
定
選
手
に
は
、
社
会

の
一
員
と
し
て
競
技
が
で
き
る
こ
と
へ
の

感
謝
と
、
謙
虚
な
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
」。

そ
う
話
す
増
子
さ

ん
の
瞳
に
は
、
夢

に
向
か
っ
て
燃
え

る
情
熱
が
宿
っ
て

い
ま
し
た
。

強
化
指
定
選
手
の
育
成
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
活
動
を
支
え
て
い
る
の
が
、
理

学
療
法
士
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、

車
い
す
業
者
や
、
学
生
・
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

　

そ
の
一
人
、
野の
む
ら
じ
ゅ
ん

村
潤
さ
ん
は
、
教
室
の

立
ち
上
げ
時
か
ら
障
が
い
児
・
者
の
指
導

に
携
わ
っ
て
き
た
理
学
療
法
士
・
中
級
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
・
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
。「
ま
ず
車
い
す
が
そ

の
人
に
本
当
に
適
し
た
も
の
か
ど
う
か
の

確
認
を
行
い
ま
す
。
そ
の
上
で
正
し
い
座

り
方
・
操
作
方
法
・
運
動
方
法
な
ど
、
一

人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

車
い
す
は
、
身
体
障
が
い
者
に
と
っ
て
い

わ
ば
心
臓
と
も
言
え
る
も
の
。
そ
の
車
い

す
を
改
良
す
れ
ば
、
で
き
な
い
運
動
も
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と

野
村
さ
ん
。
障
が
い
者
の
技
術
面
だ
け
で

な
く
、
車
い
す
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な
支

援
で
、
積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
導
入
と
体
力

づ
く
り
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

理
学
療
法
士
や
車
い
す
業
者
な
ど
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

障がい児がその日に行うスポーツは、理学療法士が
障がい児の状態を見ながら決めています。フライン
グディスク、ボッチャ、風船バレーなど、さまざまな
スポーツに挑戦し、できることを増やしていきます。

「子どもたちに対しては各人の能力でスポー
ツを楽しむこと、選手に対してはパフォー
マンスを向上させることを心掛けて指導し
ています」と理学療法士の野村潤さん。

「日中は地元の信金に勤めています。仕事も練習
もベストを尽くしたい」と話す陸上競技短距離
100m の強化指定選手、庭瀬ひかりさん（左）。

福島県障害者スポーツ指導者協議会会
長の若

わかまつしんじ
松伸司さん。「選手だけではなく、

教える側の人間も増やし、次代につなげ
ていくことも私たちの役目です」。

女子車いすバスケットボールの強化指定選手、
関
せきはるか

遥さん。練習に励む一方で、仕事・育児に
も全力投球しています。

身体・知的・精神障がいをお持ちの子どもから大人まで、
運動や遊びを通して体を動かしながら楽しみましょう。

障がい児・者 運動と遊びのスポーツ導入教室
参加者募集

［お申し込み・お問い合わせ先］
公益財団法人 福島県障がい者スポーツ協会
TEL （024）521-7170　FAX（024）521-7929
メール  fsad2011@gmail.com

 毎週木曜
 午後６時～午後８時 30 分
 郡山市障がい者福祉センター（郡山市香久池１-15-15）

参加費
無料

期日
時間
場所
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　磐梯山の西部に広がる磐梯町は、磐梯山西山麓湧水群を有する水と
自然が豊かな町。小さい町だからこそできるきめ細かなサービスの提
供で、住民の福祉を支えています。

職員総数：3名 
〒969-3301　耶麻郡磐梯町大字磐梯字漆方1054
 （磐梯町老人福祉センター内）
 TEL  (0242)73-2181・3022
 FAX (0242)73-2181

エリア情報 人口：3,568人／世帯数：1,115世帯
高齢化率（※）：33.6%

（平成27年1月1日現在）

磐梯町
社会福祉協議会

ばん だい まち

※65歳以上の高齢者人口が全人口に占める割合

1 小学校で行った高齢者疑似体
験では、高齢者の行動に対する理
解を深めました。

2移動が難しい高齢者の外出を支援す
るサービスは、ニーズの高い事業です。

　磐
梯
町
社
協
の
活
動
は
事
務
局
の
運

営
を
主
体
と
し
て
お
り
、平
成
26
年
度
は

事
業
計
画
に
9
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
、

「
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
」の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　「在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
の
充
実

強
化
」と
い
う
目
標
に
関
し
て
は
、介
護
予

防・生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
取
り
組
ん

で
お
り
、現
在
行
っ
て
い
る
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
一
つ
に
、町
か
ら
の
委
託
に

よ
る
外
出
支
援
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
主

に
非
課
税
世
帯
や
障
が
い
者
な
ど
、町
か

ら
の
認
定
を
受
け
た
人
を
対
象
に
自
宅
と

　「心
配
ご
と
相
談
事
業
の
推
進
」と「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
」の
事
業
で
は
、

月
3
回
の
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
を

掲
げ
て
い
ま
す
が
、「
小
さ
い
町
だ
か
ら
地

域
の
人
の
目
が
行
き
届
い
て
い
て
、例
え

ば
、近
隣
の
方
の
ゴ
ミ
出
し
を
手
伝
っ
た

り
、買
い
物
に
行
く
際
に
は
一
緒
に
乗
せ

て
行
っ
た
り
す
る
の
が
当
た
り
前
な
の
で
、

共
助
の
関
係
性
を
失
わ
な
い
よ
う
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
」と
穴
澤
事
務
局
長
。18
名
い
る

民
生
児
童
委
員
と
の
連
携
が
う
ま
く
い
っ

て
い
る
の
も
特
長
で
、住
民
の
声
を
吸
い
上

げ
て
常
に
報
告
し
て
く
れ
る
た
め
、迅
速
に

対
応
で
き
て
い
る
と
話
し
ま
す
。職
員
数

は
少
な
く
て
も
、住
民
の
細
か
な
福
祉
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、こ
う

し
た
支
え
合
い
の
精
神
が
あ
る
お
か
げ

と
、穴
澤
事
務
局
長
は
笑

顔
を
見
せ
ま
し
た
。

左から、事務局次長の鈴木祐美さん、事務
局長の穴澤貢さん、福祉活動専門員の佐藤
晴美さん。

病
院
間
な
ど
の
送
迎
を
行
う
も
の
で
、現

在
約
40
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。費
用
は

無
料
で
1
人
月
3
回
ま
で
利
用
で
き
、送

迎
に
は
共
同
募
金
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
車
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
他
、
年
6
回
行
っ
て
い
る
健
康

ウ
ォ
ー
ク
は
、
登
山
や
遊
歩
道
の
散
策

な
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
も
の
で
、

毎
回
多
く
の
町
民
が
参
加
し
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
世
帯
の
親
睦
と

安
否
確
認
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
事
業

と
し
て
は
、民
生
児
童
委
員
手
づ
く
り
の

お
弁
当
を
配
る
サ
ー
ビ
ス
を
年
6
回
、老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
の
会
食
を

年
4
回
、バ
ス
を
使
っ
た
日
帰
り
旅
行
を

年
2
回
と
、3
つ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を

月
1
回
行
っ
て
い
ま
す
。「
事
務
局
は
人
数

が
少
な
い
で
す
が
、実
行
委
員
や
民
生
児

童
委
員
な
ど
、私
た
ち
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
方
々
の
お
か
げ
で
事
業
が

運
営
で
き
て
い
ま
す
」と
穴
澤
事
務
局
長

は
話
し
ま
し
た
。

住
民
の
声
を
聞
き
取
り
な
が
ら

様
々
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

お
互
い
様
の
精
神
で
、
日
頃
か
ら

協
力
し
合
う
関
係
が
で
き
て
い
る

磐梯町

3幅広い年代が参加しての健康ウォークは、毎
回楽しみにしている住民も多い人気の企画です。

4 そば打ち実演が行われた会食
サービスでは、目の前で打ったそば
の振る舞いもありました。

すず  き   ひろ  み

あなざわみつぎ さ とう  

取材当日に開かれていた老人クラブ
連合会主催ののど自慢発表会では、
最高齢97歳の方も元気にマイクを
握っていました。

はる み

ふくしインフォメーションふくしインフォメーション

82015.3

で
〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター内）　
TEL（024）522-0822　FAX（024）528-1234
●メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
●ホームページ　http://www.akaihane-fukushima.or.jp/　  

赤い羽根ふくしま 検索

社会福祉法人福島県共同募金会

　赤い羽根共同募金は、県内の福祉活動を支援するために役立てられています。
　今月号では、その中の３つの施設・団体から寄せられた“ありがとう”メッセージをご紹介します。

皆さんの募金が、たくさんの“ありがとう”を生んでいます！
～共同募金の使いみち と ありがとうメッセージ～

▲紙漉き作業の様子

　私たちの事業所では、赤い羽根共同募金の配分金により、牛
乳パック等を材料とした再生紙作りに使う機器を整備させていた
だきました。寄付者の皆さま、本当にありがとうございました。

～利用者の喜びの声です！～
　「今まで失敗が多く落ち込んだ時もありましたが、赤い羽根共同募
金の配分により待望の機器を整備することができました。いつもきれ
いな紙が作れるので、紙漉きの仕事が楽しくなりました。このような
素晴らしいものをいただき、本
当に感謝しています。私は仕事
の中で紙漉きが一番大好きです。
これからも頑張って、いろいろな
ものを作ってお客さまに喜んでも
らえたらと思っています。」

社会福祉法人 心愛会　
障がい福祉サービス事業所 コパン・クラージュ

（多機能型事業所・会津若松市）

紙漉き用設備・機器の整備事業（配分額：1,820,000円）

　私たちにじの会は、視覚に障がい
のある方々が読書を楽しんだり、毎
日の生活情報を確実に得ることがで
きるよう、点訳や音訳の活動を行っ
ています。点訳した図書を印刷・製
本して点字で読書を楽しんでいただ
くために、多くの点字図書を蔵書にして貸出しを行いたいのですが、
自主財源だけではなかなか蔵書を増やすことができません。
　今回の配分により、多くの図書を作成することができ、また中途
視覚障がい者の方のためにＬサイズの点字図書も準備でき、寄付
者の皆さまには本当に感謝しております。これからも、読みたい本
を点字で読むことができるよう、貸出しできる蔵書を更に増やして
いきたいと思います。ありがとうございました。

特定非営利活動法人 にじの会
（ボランティア団体・福島市）

点字図書の作成に係る点字用紙・ラベル等の購入事業
（配分額：150,000円）

高齢者疑似体験セット整備事業（配分額：550,000円）社会福祉法人 新地町社会福祉協議会（新地町）
　配分金で整備した高齢者疑似体験セットを使って、先日、町内の中学生を対象に高齢者疑似体験学
習を行いました。加齢により変化する身体の不自由さを実際に体験することで、多くの気づきととも
に高齢者との関わり方を考える良い機会となりました。
　今後も各学校と連携しながら福祉について学ぶ環境を整え、更には福祉まつり等においても高齢者
疑似体験セットを活用し、広く地域住民が福祉への理解を深める機会を設けたいと考えております。
皆さまの善意に、心から感謝申し上げます。

▲点訳した図書

◀
整
備
し
た
疑
似
体
験
セ
ッ
ト

公益財団法人 遠藤医療福祉助成財団 事務局　〒969-1203　本宮市白岩字田中225-8
TEL（0243）44-3005 　ホームページ http://www.endo-medical-foundation.jp/

送付先・要項お問い合わせ先

公益財団法人 遠藤医療福祉助成財団　平成27年度医療・福祉助成金のご案内

助成対象

助成対象事業

　公益財団法人遠藤医療福祉助成財団は、昨今の急速な少子高齢化に
よる社会情勢の変化や地域間格差解消に向けて、福島県下における医
療機関の医療設備の充実、社会福祉の拡充のための活動をしています。
　平成27年度も引き続き「医療・福祉助成金」の応募を受付します。

福島県内で次の事業を営む団体。
ア 医療施設
イ 福祉施設及び社会福祉協議会
ア 医療施設
福島県の国保診療所及び国保病院並びに市町村立診療所及び病
院などで、国・県の補助金の対象とならない次の事業。
・医療機器の整備（新規、更新）
・施設の整備
・往診車の購入、更新

助成率：対象物件の80％以内（限度額　300万円）

イ 福祉施設及び社会福祉協議会
国・県の補助金の対象とならない次の事業。
①主として施設整備を目的とするもので、施設利用者の利便に供
する事業。
・施設利用者のための備品の整備及び施設の整備
（移送用自動車購入を含む）
・施設利用者の生きがいを高める事業
・その他、施設運営上特に必要と認められる事業

②主として地域福祉を目的とする事業
・地域福祉活動の推進を目的とする施設及び資機材の整備
・在宅要介護者の生きがいを高める事業
・その他、特に必要と認められる事業

助成率：対象物件の80％以内（限度額　200万円）
3～4件を予定。応募者多数の場合は、助成審査委員会で審査のう
え決定します。
平成27年5月1日より6月末日（※郵送でのみ受付）

助成件数

募集期間
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　磐梯山の西部に広がる磐梯町は、磐梯山西山麓湧水群を有する水と
自然が豊かな町。小さい町だからこそできるきめ細かなサービスの提
供で、住民の福祉を支えています。

職員総数：3名 
〒969-3301　耶麻郡磐梯町大字磐梯字漆方1054
 （磐梯町老人福祉センター内）
 TEL  (0242)73-2181・3022
 FAX (0242)73-2181

エリア情報 人口：3,568人／世帯数：1,115世帯
高齢化率（※）：33.6%

（平成27年1月1日現在）

磐梯町
社会福祉協議会

ばん だい まち

※65歳以上の高齢者人口が全人口に占める割合

1 小学校で行った高齢者疑似体
験では、高齢者の行動に対する理
解を深めました。

2移動が難しい高齢者の外出を支援す
るサービスは、ニーズの高い事業です。

　磐
梯
町
社
協
の
活
動
は
事
務
局
の
運

営
を
主
体
と
し
て
お
り
、平
成
26
年
度
は

事
業
計
画
に
9
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
、

「
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
」の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　「在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
の
充
実

強
化
」と
い
う
目
標
に
関
し
て
は
、介
護
予

防・生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
取
り
組
ん

で
お
り
、現
在
行
っ
て
い
る
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
一
つ
に
、町
か
ら
の
委
託
に

よ
る
外
出
支
援
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
主

に
非
課
税
世
帯
や
障
が
い
者
な
ど
、町
か

ら
の
認
定
を
受
け
た
人
を
対
象
に
自
宅
と

　「心
配
ご
と
相
談
事
業
の
推
進
」と「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
」の
事
業
で
は
、

月
3
回
の
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
を

掲
げ
て
い
ま
す
が
、「
小
さ
い
町
だ
か
ら
地

域
の
人
の
目
が
行
き
届
い
て
い
て
、例
え

ば
、近
隣
の
方
の
ゴ
ミ
出
し
を
手
伝
っ
た

り
、買
い
物
に
行
く
際
に
は
一
緒
に
乗
せ

て
行
っ
た
り
す
る
の
が
当
た
り
前
な
の
で
、

共
助
の
関
係
性
を
失
わ
な
い
よ
う
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
」と
穴
澤
事
務
局
長
。18
名
い
る

民
生
児
童
委
員
と
の
連
携
が
う
ま
く
い
っ

て
い
る
の
も
特
長
で
、住
民
の
声
を
吸
い
上

げ
て
常
に
報
告
し
て
く
れ
る
た
め
、迅
速
に

対
応
で
き
て
い
る
と
話
し
ま
す
。職
員
数

は
少
な
く
て
も
、住
民
の
細
か
な
福
祉
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、こ
う

し
た
支
え
合
い
の
精
神
が
あ
る
お
か
げ

と
、穴
澤
事
務
局
長
は
笑

顔
を
見
せ
ま
し
た
。

左から、事務局次長の鈴木祐美さん、事務
局長の穴澤貢さん、福祉活動専門員の佐藤
晴美さん。

病
院
間
な
ど
の
送
迎
を
行
う
も
の
で
、現

在
約
40
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。費
用
は

無
料
で
1
人
月
3
回
ま
で
利
用
で
き
、送

迎
に
は
共
同
募
金
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
車
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
他
、
年
6
回
行
っ
て
い
る
健
康

ウ
ォ
ー
ク
は
、
登
山
や
遊
歩
道
の
散
策

な
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
も
の
で
、

毎
回
多
く
の
町
民
が
参
加
し
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
世
帯
の
親
睦
と

安
否
確
認
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
事
業

と
し
て
は
、民
生
児
童
委
員
手
づ
く
り
の

お
弁
当
を
配
る
サ
ー
ビ
ス
を
年
6
回
、老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
の
会
食
を

年
4
回
、バ
ス
を
使
っ
た
日
帰
り
旅
行
を

年
2
回
と
、3
つ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を

月
1
回
行
っ
て
い
ま
す
。「
事
務
局
は
人
数

が
少
な
い
で
す
が
、実
行
委
員
や
民
生
児

童
委
員
な
ど
、私
た
ち
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
方
々
の
お
か
げ
で
事
業
が

運
営
で
き
て
い
ま
す
」と
穴
澤
事
務
局
長

は
話
し
ま
し
た
。

住
民
の
声
を
聞
き
取
り
な
が
ら

様
々
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

お
互
い
様
の
精
神
で
、
日
頃
か
ら

協
力
し
合
う
関
係
が
で
き
て
い
る

磐梯町

3幅広い年代が参加しての健康ウォークは、毎
回楽しみにしている住民も多い人気の企画です。

4 そば打ち実演が行われた会食
サービスでは、目の前で打ったそば
の振る舞いもありました。

すず  き   ひろ  み

あなざわみつぎ さ とう  

取材当日に開かれていた老人クラブ
連合会主催ののど自慢発表会では、
最高齢97歳の方も元気にマイクを
握っていました。

はる み



「学童保育」と「放課後児童クラブ」

一般社団法人 ふくしまをリハビリで元気にする会　理事長　岡本宏二（作業療法士）

　平成27年度から本格的にスタートする子ども・子育て支援新制度では、地域のニーズに
応じた多様な子育て支援の充実が謳われています。今回は、地域の保育事業である「学童
保育」と、学童保育を行う場の一つである「放課後児童クラブ」についてご紹介します。

知
っ て

お き た
い

年齢を重ねても介護のお世話にならない体でいるための体操をご紹介します。

気持ち（表情）の運動基本運動 その12

元気な体いつまでも！ 介 護 予 防 体 操

あ い う え お

　気持ちを表情で表します。特に大切なのは笑顔です。
　笑うことには、「免疫力を上げる」「頬の筋肉が上がり、やる気
の出る物質が脳に自然に出る」「大きな声を出すとカロリーを消
費する」といった効果があります。おもしろくなくても笑うだけ
で効果があります（いつの間にかおかしくなり、少し元気になれ
ます）。

　「あ、い、う、え、お」で豊かな表情を作り、知らず知らずのう
ちに元気になりましょう。
　いつものように無理せず、疲れない範囲で、テレビCMの間に
でもやってみてください。「何だかつまらない」という時の気分転
換や、「さぁ、これから頑張るぞ！！」という時の準備運動におす
すめです。

学童保育とは何ですか？Q
　主に、保護者が昼間家庭にいない小学生児童に対して、授業の終了後
に適切な遊びや生活の場を与えて、児童の健全な育成を図る保育事業

の通称です。法律上の正式名称は「放課後児童健全育成事業」といいます。

 「放課後児童クラブ」は、学
童保育を行う場の呼び名の一

つです。学童保育の施設には、特に
決められた統一的な名称はなく、地
域や自治体、設置主体によって、そ
の呼び名は様々です。主な呼び名は
他に、「学童クラブ」「学童保育所」
「留守家庭児童会（室）」「児童育
成会（室）」などがあります。またこ
れらは「学童」という略称で呼ばれ
ることもあります。

●放課後の子どもたちの健康管理、情緒の安定
●放課後の子どもたちの安全確認、来所帰宅時の安全確保
●遊びを通しての自主性、社会性、創造性を培うこと
●連絡帳などを通じた家庭との日常的な連絡、情報交換
●放課後の子どもたちの遊びの活動状況の把握
●遊びの活動への意欲と態度の形成
●家庭や地域での遊びの環境づくりへの支援

「あっ！」と叫び、満面の笑み
で驚きます。眼を見開いて、
手のひらを広げてくださ
い。心が解放されます。

「いっ！」と叫び、口角を上げ
て笑います。志村けんさん
の「アイーン」のような表
情です。

「うっ！」と叫び、タコのよう
な口を作ってください。
（投げキッスのように！）

「えっ！」と叫び、笑顔で誰か
の話を聴くようにしてくだ
さい。表情豊かに、相手が
思わず笑いたくなるように。

「おっ！」と叫び、威張って、
胸を広げてください。胸を
張ると、気持ちが前向きに
なります。

放課後児童クラブとは
何ですか？Q

主
な
事
業
内
容
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県社協発行 総合福祉情報誌「はあとふる・ふくしま」に関するお知らせ

I N F O R M A T I O N

「はあとふる・ふくしま」の構成や内容などに対するご意
見・ご要望などを所定の項目ごとに指定様式に記入し、
県社協が指定した日までにメールまたはFAXで返信しま
す。（送受信に関わる経費はモニターの負担とします。）

福島県内に住んでいる満20歳以上の方を対象とします。

10名以内。記念品（商品券）を任期末に贈呈します。

モニターへの応募を通じて知り得た個人情報について
は、県社協の「個人情報の保護に関する方針」（プライバ
シーポリシー）に基づき取り扱い、モニターの登録、モニ
ターとの連絡、資料の送付についてのみ使用します。

読者モニター募集

次号リニューアル

業務内容

個人情報の取り扱い

募集対象

募集人員

　一層充実した誌面づくりを目指し、構成や内容などについてご意見・ご提言をいただ
くため、読者モニターを広く募集します。

応募先・お問い合わせ先 県社協 総務企画課 「はあとふる・ふくしま」読者モニター係
TEL (024)523-1251　FAX (024)523-4477　メール soumu@fukushimakenshakyo.or.jp

●詳細は下記へお問い合わせください。

　平成27年度より、人気コーナーはそのままにデザインを一新し、リニューアルいたします。次号は4月号
と5月号の合併号とし、5月15日（金）発行予定（年11回発行）です。
　新しくなる総合福祉情報誌「はあとふる・ふくしま」を、これからもどうぞよろしくお願いいたします。



東日本大震災から４年が経ち、復旧・復興が思うように進まない一方で、障がいにとらわれずスポーツを楽しむ元気な選手や子どもたちの姿を取材し、元気を
分けてもらってきました。福島のこれからを元気にできる彼らの活躍に期待したいと思います。

発
行
日
／
平
成
27
年
３
月
13
日
　
　
　
制
作・印
刷
／（
株
）日
進
堂
印
刷
所

※
本
誌
に
掲
載
の
記
事・写
真・イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載・複
製
を
禁
じ
ま
す
。

●随時、お仕事の相談を受け付
けております。上記以外にも
県内各地で相談会を開催して
おりますので、お気軽にご連
絡ください。

県社協 人材研修課　
母子家庭等就業・自立支援センター
TEL（024）521-5699　
FAX（024）521-5663 
メール boshi@fukushimakenshakyo.or.jp

〈相談受付時間 午前10時～午後3時（全会場共通）〉
月の「就職相談会」
母子家庭等就業・自立支援センター4・5

県社協 人材研修課 福祉人材センター／メール jinzai＠fukushimakenshakyo.or.jp
TEL（024）521-5662　FAX（024）521-5663
★ネット紹介システム（インターネット求人登録）は、
http://www.fukushimakenshakyo.or.jp の福祉人材センターホームページからアクセス！

〈相談受付時間 午前10時～午後3時（全会場共通）〉

月の「福祉の仕事相談会」4・5
福祉の求人、求職は福祉人材センターへひとり親のみなさんの就業を応援します

一歩ふみ出す 　お手伝い

相談無料
要予約

お忘れではありませんか？
あなたの、たいせつな
郵便貯金・簡易生命保険

郵政民営化前の平成19年９月30日までに郵便局にお預けいただ
いた定額郵便貯金・定期郵便貯金は、旧郵便貯金法により、満期
後20年２カ月経つとお受け取りができなくなります。
満期日を過ぎた郵便貯金はお早めに、郵便局の貯金窓口または
ゆうちょ銀行店舗にご相談ください。満期日を過ぎた簡易生命保
険の満期保険金のお受け取りもお早めに。

総務企画課　佐藤 ゆみ
さ とう

編集
後記

独立行政法人 郵便貯金・簡易生命保険管理機構
〒105-0001　東京都港区虎ノ門４-１-８　虎ノ門四丁目MTビル５階　電話 0570-027180

ご確認ください

●郵便貯金に関するお問い合わせ先
ゆうちょコールセンター

0120-108420
●簡易生命保険に関するお問い合わせ先
かんぽコールセンター

0120-552-950

お問い合わせは、
郵便局の窓口、または、
下記コールセンターまで。

4月
1日（水）会津若松市社会福祉協議会
8日（水）いわき市社会福祉センター
10日（金）白河市中央福祉センター
27日（月）郡山市総合福祉センター

5月
7日（木）会津若松市社会福祉協議会
13日（水）いわき市社会福祉センター
21日（木）南相馬市原町区福祉会館
25日（月）郡山市総合福祉センター

9日（木）
4月

会津若松市会津保健福祉事務所

15日（水）福島市県総合社会福祉センター
24日（金）いわき市総合保健福祉センター

13日（水）
5月

須賀川市県中保健福祉事務所

21日（木）福島市県総合社会福祉センター
27日（水）南相馬市相双保健福祉事務所

ハガキにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご
要望 を全てご記入の上、下記までご応募ください。 
平成27年4月15日㈬
〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会
「はあとふる・ふくしまパズル係」

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部は、「読者のおたより」に掲載させて
　いただく場合もございます。

応募
方法

締切

宛先

今月の正解者の中から抽選で３名の方に、ＮＰＯ法人がん
ばろう会「だんでらいおん」（平田村）の「ラスク・クッキー
詰合せセット」をプレゼントいたします。なお、当選者の発
表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

正解者から抽選で3名に
「ラスク・クッキー詰合せセット」が
当たる！クロス

ワードに
チャレンジ

！

●全部できたら二重ワクの5文字をABC順に読んでいくと、それが答えです。

❶
❷
❸
❺
❻
❽
11
12
14
15
16
19

お金を入れます
相撲で負けると付きます
布団や和服を解かずにキレイに
塩が苦手。漢字で書くと「蠃」
険しくて通るのがむずかしい道
セピアとはこの墨のこと
長芋や自然薯のこと
花祭りに仏像の頭に注ぎます
会社・役所などの出先の事務所
猪を家畜化したもの
アメリカ発祥の炭酸飲料
都市○○、排気○○、プロパン○○

「保育所（ホイクシヨ）」でした。多数のご応募ありがとうございました。1 月号の正解

AA BB CC DD EE

❶
❹
❼
❾
10
12
13
14
17
18
20
21

○○○汁、○○○芋、○○○揚げ
果物の一つ。漢字で書くと「実芭蕉」
ファースト
うどん、そば、パスタ
スタンダールの代表的な長編小説
魚のおろし身を取ったあとに残るもの
家と家との間の狭い道
皆が入浴し終わってから最後に入浴
借金の担保として預けておく品物
虎を英語で言うと？
歯医者、美容院、指定席、録画、先行
ゴジラと戦った蛾のような怪獣

⬇ タテのカギ ➡ ヨコのカギ

DD

CC

EE

BB

AA

11 77 1414 2020

1818

44

11 1717

22 1212

33 1010

151588

1111 1313 2121

99 1919

66 1616

55
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元気
発信 いきいき長寿だより

会長の大森さん（後列左から２人目）、ほかメンバーの皆さん

紙芝居も披露します

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

取
り
組
む
宮
本
さ
ん

（
写
真
左
）

様
々
な
活
動
に
現
役
で
取
り
組
む

　
宮
本
さ
ん
は
大
正
８
年
に
旧
湯
本
村（
現

在
の
い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
）
で
出
生
。

昭
和
３
年
よ
り
湯
本
信
用
無
尽
株
式
会
社

（
現
在
の
福
島
銀
行
）
に
勤
め
、
以
降
、

銀
行
員
と
し
て
県
内
各
地
を
転
々
と
す
る

現
役
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

伊
達
市
保
原
町
に
居
を
構
え
、
銀
行
を
退

職
後
も
町
内
の
デ
パ
ー
ト
の
役
員
と
し
て

70
代
ま
で
勤
め
上
げ
た
後
、
第
２
の
人
生

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
現
在
95
歳
の
宮
本
さ
ん
で
す
が
、
そ
の

気
力
と
体
力
は
衰
え
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

様
々
な
趣
味
や
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
囲
碁
で
、
キ
ャ
リ
ア
は

実
に
80
年
以
上
、
日
本
棋
院
５
段
の
実
力

で
す
。
ま
だ
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
頃
に
始

め
た
囲
碁
は
、
思
考
力
の
涵
養
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
大
い
に
役

立
っ
た
と
い
い
ま
す
。
昭
和
60
年
に
は
保

原
町
囲
碁
同
好
会
を
自
ら
設
立
し
、
会
長

と
し
て
囲
碁
の
普
及
や
仲
間
同
士
の
交
流

に
尽
力
。
顧
問
と
な
っ
た
現
在
も
毎
日
の

よ
う
に
囲
碁
を
打
つ
そ
う
で
、
宮
本
さ
ん

の
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
５
年
か
ら
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
始
め
、
有
志
と
保
原
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
を
設
立
。
当
初
の
会
員

は
５
名
程
度
で
し
た
が
、
普
及
と
発
展
に

努
め
、
現
在
は
90
名
ほ
ど
に
増
加
。
今
も

現
役
で
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
農
作
業
に
も
励
む
な
ど
、

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
日
々
の
活
躍
に
は

驚
く
ば
か
り
で
す
。
過
去
に
は
大
病
を
患

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
克
服
し
現
在
は
至
っ

て
健
康
な
の
だ
そ
う
。「
１
０
０
歳
を
目
指

し
て
い
き
た

い
」
と
今
後

の
目
標
を

掲
げ
て
い
ま

す
。

元気
高齢者
発信

 

活
動
名
・
内
容

○
保
原
町
囲
碁
同
好
会 

顧
問

○
保
原
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会 

顧
問 宮

み や も と

本利
と し は る

治さん
 （95歳　伊達市）

い
ず
み
ざ
き
語
り
の
会 

（
泉
崎
村
）

　年齢を感じさせず、
いきいきと活躍を続け
る方や団体をご紹介し
ます。

村
の
民
話
を
披
露
し
語
り
継
ぐ

　
県
南
部
の
泉
崎
村
で
活
動
す
る
い
ず
み

ざ
き
語
り
の
会
は
、
村
に
伝
わ
る
約
80
も

の
民
話
や
昔
話
を
語
り
継
ぎ
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
伝
承
し
よ
う
と
い
う
思

い
か
ら
平
成
14
年
に
結
成
さ
れ
た
団
体
で

す
。
活
動
の
範
囲
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た

り
、
出
演
依
頼
の
あ
っ
た
村
内
の
幼
稚
園

や
小
学
校
、
病
院
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

公
民
館
の
事
業
な
ど
で
語
り
を
披
露
す
る

ほ
か
、
時
に
は
村
外
や
県
外
に
も
出
向
く

な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
元
気
あ
ふ
れ
る
メ
ン
バ
ー
は
、
60
～
70

 

活
動
名
・
内
容

○
昔
話
・
紙
芝
居
の
伝
承
と
公
演

代
の
10
名
。
村
出
身
の
方
の
み
な
ら
ず
、

他
市
町
村
や
県
外
か
ら
転
入
し
て
き
た
方

も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
経
験
を
生

か
し
て
、
方
言
で
語
っ
た
り
、
標
準
語
で

話
し
た
り
、
手
づ
く
り
の
紙
芝
居
を
用
い

る
な
ど
、
様
々
な
演
じ
方
で
披
露
し
て
い

ま
す
。
昔
話
や
民
話
は
す
べ
て
暗
記
し
て

語
る
そ
う
で
、
メ
ン
バ
ー
は
日
々
練
習
を

重
ね
て
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
て
い
ま

す
。
毎
月
行
わ
れ
る
例
会
は
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
披
露
し
合
う
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
楽
し
く
語
り
合
い
親
睦
を
深
め
る

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
の
方
々
と
の
ふ

れ
あ
い
で
、
こ
ち
ら
も
元
気
に
な
り
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
会
長
の
大お

お
も
り森
光み

つ

子こ

さ
ん
。

出
向
い
た
先
の
方
々
は
い
つ
も
語
り
の
会

の
公
演
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
、
語
り
を

披
露
で
き
る
喜
び
と
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
も
メ
ン
バ
ー
同
士
の
つ
な

が
り
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も

続
け
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。



発行：平成27年3月13日　社会福祉法人福島県社会福祉協議会 いきいき長寿課

認知症コールセンターからのお知らせ

相談・予約先
県社協 いきいき長寿課
認知症コールセンター

TEL（024)522-1122

電話相談 月曜日〜金曜日　午前10時〜午後4時

4月・５月
面接相談

4月9日㈭・24日㈮ 　5月14日㈭・22日㈮ 
午後1時〜午後4時 ※要予約・随時相談も可

相談は無料です。どなたでもご相談ください。※祝祭日は休み

高齢者総合相談センターからのお知らせ

相談・
予約先

県社協 いきいき長寿課 高齢者総合相談センター 〒960-8141 福島市渡利字七社宮111 福島県総合社会福祉センター３階
TEL（024）524-2225　 メール choju@fukushimakenshakyo.or.jp

相談は無料です。来所、電話、手紙、メールでどなたでもご相談ください。

相双方部　実施事業

4月・5月の相談日のお知らせ
相談種別 相談員

相談日
時間

4月 5月

法律相談 弁　護　士 火 7 日・14 日・21日 12 日・19 日・26 日 午後１時３０分〜午後３時３０分
※要予約

一般相談 センター相談員 月曜日〜金曜日 ※祝祭日は休み 午前9時〜午後5時

元気
発信 いきいき長寿だより
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サザンクロスクラブ　平成 26 年度実施事業報告（相双方部）
　本会では、高齢者の生きがいや健康づくりのための組織づくりとその育成を図るため、いきいきシニアサポート事業
として「高齢者の生きがいと健康づくり推進協議会」（愛称：サザンクロスクラブ）を支援しています。サザンクロスク
ラブは、高齢者の社会参加活動を支援する人々によって構成される組織で、県内の各方部でそれぞれの地域特性を踏
まえた様々な事業を実施しています。
　東日本大震災そして原発事故から４年が経過した今も、多くの方々が避難生活を送る状況が続いており、相双方部
サザンクロスクラブでは、今こそ人と人とのつながりが大切であり、そうした機会をつくることで高齢者の元気を創出
できると考え、以下の事業を実施しました。

　南相馬市内及び近隣に居
住する小学生が参加できる
パーティを開催。高齢者が
受付や安全確保の役割を担
当して裏で支え、地域で子ど
もを守る心意気を醸成し、高
齢者の生きがいと元気の創
出を図りました。参加者から
は、今後もこのような機会を
設けてほしいという声が多く
聞かれました。

　みんなが交流できる場と機会をつくり、震災後ストレスを
抱える高齢者の、元気と生きがいの創出を図りました。芥
川賞作家の柳美里さんを招き「いのち」をテーマとした講
演をいただいたほか、お茶を飲みながらお互いの近況やこ
れからのことな
どを大いに語り
合ったり、レク
ゲームを楽しん
だりと、参加者
は笑顔で交流し
ました。

○南相馬市子どもスポーツゆめパーティ
平成 26 年 12 月 14 日／ロイヤルホテル丸屋（南相馬市）
参加人数　123 名

○おでかけ de 結うスポット
平成 26 年 11 月 10 日／ロイヤルホテル丸屋（南相馬市）
参加人数　37 名


